
加藤優介

できる時に、できる形で地域学校共働活動に参画します。
（愛知県教育委員会ＨＰより）
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共働本部だより

Q：地域学校共働本部とは・・・？
Ａ：幅広い地域住民や団体等の参画により形成された緩やかなネットワークのこと。

地域の実情に合わせ、地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）を中心とし

た多様なメンバーで構成します。

目標やビジョンを学校と共有

（育てたい子どもの姿、目指す学校や地域の姿）

生徒たちは、様々な人と関わり、様々な価値

観に触れる中で、大人に向けて自分を作りあげ

ていきます。そんな彼らにとって、地域での学

びは非常に価値があり、良い影響を与えます。

そこで、地域と学校をつなぐ地域学校共働本

部の役割が重要になってきます。学校や地域の

ニーズに合わせ、また新たな関わり方の提案を

し、地域と学校の関係をより密なものとしてく

れます。今後、地域の方々には学校より様々な

お願いがあるとは思いますが、「地域に愛され、

地域を愛する生徒」を育てるため、ご理解とご

協力をお願いします。

教頭先生 ごあいさつ

地域の皆さん、保護者の皆さんにご理

解・ご協力をいただいて、活動を進めてい

ます。今年度も中学生と一緒に楽しく活動

していきたいと思っています。

豊南中学校共働本部は、主に毎週火曜日

の午前中に常駐しています。お気軽に足を

お運びください。

（共働本部 ℡：090-6355-2680）

坂本定司（共働本部長兼任）

鶴田真由美、松尾綾乃

地域コーディネーター あいさつ

イベントの計画を

生徒と一緒にたて

てみよう！

地域学校共働

活動推進員

地域学校共働本部（ネットワーク）

ボランティアに応募

して学習支援に参加

しよう！

地域の方々



　主な活動計画をお知らせします。

ボランティアに参加した生徒にはボランティアポイントが付与されます。

 ・ボランティア１回につき１ポイント

　※サマーフェスタや夏祭りなど、同じボランティで日にちをまたいでの活動がある場合は、

　　それぞれの日（準備、当日、片付け）にポイントが付与されます。

 ・応募者多数につき参加できなかった生徒には０．５ポイント（２ポイントを上限）

　※欠席者は０ポイント

　一年間を通してポイント数が多い生徒に、豊南コミュニティー会議会長より感謝状を授与され

るものです。昨年度の表彰者は１４名でした。各学年最高ポイント数は３年生が１６ポイント、

２年生が１４ポイント、１年生が１１ポイントでした。

　延べ460名の生徒がボランティアに参加してくれました。ボランティアをやることで自分自身

がレベルアップをするとても良い経験だと思います。

　　　　今年度もたくさんのご応募を

　　　　お待ちしております。

◆ 令和8年度 共働本部の活動計画 ◆

・「ありがとう」などの挨拶をちきんと伝えよう

・自治区の皆さんとのふれあいを大事にしよう。

・指示を待つだけでなく、自分で考えて行動しよう。

・積極的に自治区の方に話しかけよう！

事業名 主催者 日にち

ジブン×ボランティア 豊南交流館 7月21日～10月4日（計7日間）

サマーフェスタ 青少年育成部会 8月22日・23日

青少年主張発表会 青少年育成部会 9月12日

夏祭り 各自治区 7月～8月

豊南ふれあい祭 豊南交流館 10月3日・4日

薔薇園・校内整備 育友会 11月7日

今町マルシェ 今自治区 6月・9月・11月

今町秋祭り 今自治区 10月10日

平山オータムフェア 平山自治区 10月11日

避難所運営訓練 避難所運営委員会 11月1日

水源餅つき大会 水源自治区 12月6日

豊南クリーンアップ活動 豊南交流館 11月28日

読み聞かせ ﾀﾞﾌﾞﾙﾃﾞｲﾗｲﾄ／さくらんぼ 保護者／毎月１回

◆ 中学生ボランティアのポイント取得について

心掛けて参加しよう！！

自分の意見がどんどんカタチ
になる喜びもあり、達成感も
感じることができ、一年間と
ても楽しかったです。また、
違う学年の人達と仲良くなれ
たこともとても良かったです。

昨年度に表彰された
卒業生の言葉
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